
 
 

 
 

『
祝
』
ご
長
寿

　
「

三
密
」

が
流
行
語
の
年
間

大
賞
と
な
っ

た
昨
年
、

ス
テ
イ

ホ
ー

ム
の
日
々
が
多
く
、

人
生

の
最
終
コ
ー

ナ
ー

を
廻
っ

た
者

に
と
っ

て
、

貴
重
な
一
年
が
む

な
し
く
過
ぎ
去
っ

た
気
が
し
て

な
ら
ず
、

極
め
て
残
念
な
一
年

で
あ
っ

た
。

医
療
従
事
者
等
、

最
前
線
で
奮
闘
さ
れ
て
き
て
い

る
方
々
に
は
不
謹
慎
な
発
言
で

申
し
訳
な
い
が
、

つ
く
づ
く
そ

う
思
う
。

　　　　（４）　　　　　　富士電機三重退職者友の会　　　　　　令和３年１月１日　　　　　　　　　　第１０９号　　

地
区
と
の
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
　
筑
紫
　
家
孝
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（

四
日
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
之
宮
町
）

　
早
い
も
の
で
、

定
年
し
て
十

三
年
に
な
り
ま
す
。

元
職
の
友

人
と
今
で
も
交
流
が
あ
り
、

こ

の
こ
と
が
私
に
と
っ

て
大
き
な

励
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、

友
の
会
で
は
、

旅
く

ら
ぶ
と
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
メ
ン

バ
ー

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事

に
参
加
さ
せ
て
頂
く
等
、

大
変

お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
地
区
に
お
い
て
は
、

も
う
十

二
年
に
な
り
ま
す
が
、

自
治
会

及
び
大
矢
知
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
の
役
員

と
し
て
忙
し

い
日
々
で
す
。

ま
た
、

地
区

の
歴
史
サ
ー

ク
ル
に
も
所

属
し
、

こ
れ

も
楽
し
み
の

一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

地
区
の
為
に

何
か
を
し
て

い
る
定
年
後

の
今
の
自
分

を
こ
れ
ま
で

想
像
し
た
こ
と
が
全
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、

日
々
重
責
に

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
務
め
さ
せ

て
頂
い
て
ま
す
。

　
三
重
の
友
の
会
で
は
、

旅
く

ら
ぶ
、

ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
部
、

パ

ソ
コ
ン
部
、

ゴ
ル
フ
同
好
会
に

お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、

時
々
友
の
会
ホ
ー

ム
ペ

ー

ジ
へ
の
投
稿
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
部
で
は
、

写
真
や

ビ
デ
オ
の
編
集
を
学
び
、

ア
ル

バ
ム
の
整
理
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
処
理
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ま
、

パ
ソ
コ
ン
部

で
ご
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

　
私
生
活
で
は
、

夫
婦
共
通
の

趣
味
で
あ
る
「

海
釣
り
」

に
暇

を
見
つ
け
て
は
出
掛
け
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、

飲
み
会
も
ゴ
ル
フ
も

世
間
の
制
約
事
項
を
し
っ

か
り

守
り
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
、

旅
く
ら
ぶ

や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
部
で
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

対
話
と
笑
い
が
人
生
の
糧

　
　
　
　
　
森
川
　
広
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（

鈴
鹿
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
太
新
町
）

　
六
十
才
で
退
職
後
二
年
間
程

株
ト
レ
ー

ド
や
い
ろ
い
ろ
な
勉

強
の
為
、

フ
リ
ー

タ
ー

の
様
な

生
活
を
し
て
ま
し
た
。

こ
の
間
に
二
級
フ
ァ

イ
ナ
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
（

Ｆ
Ｐ
）

の
資

格
を
取
得
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
の
中
に
も
、

こ

の
資
格
を
お
持
ち
の
方
は
比
較

的
多
く
い
ら
っ

し
ゃ

る
の
で
は

と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
Ｆ
Ｐ
は
、

金
融
資
産
運
用
・

不
動
産
運
用
・
保
険
税
金
・
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
・
相
続
・
事
業
継

承
等
の
設
計
を
担
当
し
ま
す
。

ま
た
、

二
年
毎
に
資
格
更
新
が

必
要
で
す
。

そ
の
為
、

四
日
市

や
鈴
鹿
の
Ｆ
Ｐ
が
定
期
的
に
集

ま
り
、

勉
強
会
を
行
っ

て
お
り

ま
す
。

色
々
な
専

門
家
の
方
々
と
対

話
が
で
き
、

大
い

に
参
考
に
な
っ

て

い
ま
す
。

　
私
は
、

相
続
法

改
正
や
認
知
症
の

資
料
を
現
在
作
成

中
で
す
。

認
知
症
は
、

Ｆ
Ｐ
と

保
険
の
絡
み
で
多
少
関
り
が
あ

る
程
度
で
す
が
、

予
防
策
を
資

料
に
し
た
り
実
践
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

　
更
に
、

自
身
の
脳
の
活
性
化

の
為
、

落
語
に
取
組
ん
で
い
ま

す
。

落
語
は
聞
い
て
笑
う
方
々

に
も
良
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
も
如
何
で
し
ょ

う
か
？

　
最
後
に
、

私
事
で
す
が
、

バ

ト
ミ
ン
ト
ン
で
知
り
合
い
、

四

十
年
余
り
一
緒
だ
っ

た
妻
を
令

和
二
年
一
月
に
癌
で
亡
く
し
ま

し
た
。

現
在
六
六
才
、

一
人
暮

ら
し
。

家
事
等
、

何
か
と
時
間

を
取
ら
れ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す

が
、

落
語
の
練
習
に
一
人
は
専

念
で
き
る
か
な
？
（

笑
）

　
　
　
会
　
　
　
員
　
　
　
だ
　
　
　
よ
　
　
　
り

　
多
種
多
様
な
生
活
環
境
の
中

で
、

子
供
達
や
お
年
寄
り
も
一

日
一
日
を
懸
命
に
生
き
、

生
活

し
て
い
る
姿
を
地
区
住
民
と
の

ふ
れ
あ
い
の
中
で
拝
見
し
、

多

く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
地
区
で
は
、

体
育
祭
、

敬
老

事
業
文
化
祭
‥

等
と
、

数
多
く

の
行
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
都
度
、

沢
山
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア
の
方
々
に
支
援
頂
い
て
お

り
、

た
だ
た
だ
感
謝
、

感
謝
の

気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　
地
区
活
動
を
通
じ
、

多
く
の

人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
る

今
を
大
切
に
し
て
、

も
う
少
し

頑
張
っ

て
み
よ
う
と
思
っ

て
い

ま
す
。

趣
味
の
会
を
満
喫

　
　
　
　
　
黒
川
　
徳
男
さ
ん

　
　
　
　
　
 
（

四
日
市
市
笹
川
）

　
昭
和
四
三
年
に
川
崎
工
場
に

入
社
し
、

そ
の
後
鈴
鹿
工
場
、

三
重
工
場
、

再
び
鈴
鹿
工
場
に

在
籍
。

そ
の
間
に
、

韓
国
一
年

中
国
五
年
、

下
請
け
企
業
に
四

年
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、

在
職
中
の
お
付
き

合
い
の
延
長
で
、

川
崎
・
三
重

及
び
鈴
鹿
工
場
そ
れ
ぞ
れ
の
友

の
会
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
、

お

世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ご
長
寿
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、

令
和
二
年
十
二
月
三
一
日
現

在
に
お
け
る
満
年
齢
に
て
掲
載
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

米
寿
　
八
八
歳

　
　
（
昭
和
七
年
生
ま
れ
）

四
日
市
市
　
坂
崎
淳
一
郎
　
さ
ん

　
　
　
　
　
平
塚
　
淑
夫
　
さ
ん

　
　
　
　
　
平
下
　
久
雄
　
さ
ん

　
　
　
　
　
田
中
　
貞
男
　
さ
ん

鈴
鹿
市
　
　
太
田
　
勇
　
　
さ
ん

津
市
　
　
　
岡
村
　
雪
枝
　
さ
ん

菰
野
町
　
　
水
谷
　
弘
美
　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（

以
上
七
名
）

　
以
上
の
方
々
に
対
し
、

友
の
会

　
よ
り
、

米
寿
の
お
祝
い
の
品
を

　
後
日
お
贈
り
致
し
ま
す
。

喜
寿
　
七
七
歳

　
　
（
昭
和
十
八
年
生
ま
れ
）

四
日
市
市
　
安
藤
　
宣
朗
　
さ
ん

　
　
　
　
　
伊
藤
　
雅
樹
　
さ
ん

　
　
　
　
　
青
木
　
紀
幸
　
さ
ん

　
　
　
　
　
木
村
修
太
郎
　
さ
ん

　
　
　
　
　
栗
野
　
信
義
　
さ
ん

　
　
　
　
　
堤
　
　
英
機
　
さ
ん

　
　
　
　
　
須
賀
　
亮
一
　
さ
ん

　
　
　
　
　
土
肥
　
耕
三
　
さ
ん

　
　
　
　
　
保
田
　
彰
　
　
さ
ん

　
　
　
　
　
高
橋
　
忠
　
　
さ
ん

　
　
　
　
　
植
田
千
代
子
　
さ
ん

　
　
　
　
　
中
山
　
英
雄
　
さ
ん

　
　
　
　
　
佐
藤
　
成
忠
　
さ
ん

　
　
　
　
　
海
野
　
照
雄
　
さ
ん

　
　
　
　
　
伊
藤
　
和
義
　
さ
ん

　
　
　
　
　
山
本
　
誠
二
　
さ
ん

　
　
　
　
　
伴
　
　
康
江
　
さ
ん

　
　
　
　
　
森
　
　
隆
司
　
さ
ん

　
　
　
　
　
奥
村
　
幸
治
　
さ
ん

　
　
　
　
　
内
村
　
隆
弘
　
さ
ん

　
　
　
　
　
大
岡
　
利
勝
　
さ
ん

　
　
　
　
　
齋
藤
　
昭
雄
　
さ
ん

鈴
鹿
市
　
　
越
山
　
征
治
　
さ
ん

　
　
　
　
　
日
比
　
正
徳
　
さ
ん

　
　
　
　
　
山
下
　
輝
夫
　
さ
ん

　
　
　
　
　
向
井
　
豊
　
　
さ
ん

　
　
　
　
　
宮
崎
　
秀
夫
　
さ
ん

　
　
　
　
　
矢
田
　
照
男
　
さ
ん

津
市
　
　
　
前
川
　
守
　
　
さ
ん

菰
野
町
　
　
中
村
　
政
彦
　
さ
ん

亀
山
市
　
　
落
合
　
昭
三
　
さ
ん

稲
沢
市
　
　
伊
藤
　
長
幸
　
さ
ん

弥
富
市
　
　
住
吉
　
肇
　
　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（

以
上
三
三
名
）

新
入
会
員
紹
介

・
四
日
市
市

　
（

令
和
二
年
八
月
）

　
櫛
田
　
安
良
さ
ん

　
（

令
和
二
年
十
月
）

　
梅
元
　
勝
久
さ
ん

　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
訃
報

・
四
日
市
市

　
（

令
和
元
年
八
月

)

　
朝
倉
　
　
嵩
さ
ん
（

八
三
歳
）

　
（

令
和
元
年
十
一
月
）

　
生
川
　
博
之
さ
ん
（

八
二
歳
）

　
（

令
和
二
年
四
月
）

　
龍
崎
　
英
二
さ
ん
（

八
二
歳
）

　
（

令
和
二
年
六
月
）

　
森
　
　
幸
夫
さ
ん
（

九
二
歳
）

　
（

令
和
二
年
七
月
）

　
水
越
　
酉
三
さ
ん
（

八
六
歳
）

　
黒
宮
　
清
　
さ
ん
（

八
一
歳
）

　
春
日
部
幸
夫
さ
ん
（

八
七
歳
）

　
（

令
和
二
年
八
月
）

　
樋
尾
　
義
一
さ
ん
（

七
四
歳
）

　
（

令
和
二
年
十
月
）

　
児
玉
　
又
彦
さ
ん
（

八
三
歳
）

　
（

令
和
二
年
十
一
月
）

　
古
川
　
武
男
さ
ん
（

八
四
歳
）

　
（

令
和
二
年
十
二
月
）

　
安
井
　
皓
一
さ
ん
（

七
六
歳
）

・
鈴
鹿
市

　
（

令
和
二
年
十
月
）

　
吉
本
　
潔
　
さ
ん
（

九
三
歳
）

・
桑
名
市

　
（

令
和
二
年
五
月
）

　
大
山
　
寿
夫
さ
ん
（

八
八
歳
）

・
い
な
べ
市

　
（

令
和
二
年
六
月
）

　
田
中
　
重
明
さ
ん
（

六
七
歳
）

・
三
重
郡
朝
日
町

　
（

令
和
二
年
七
月
）

　
松
村
　
久
郎
さ
ん
（

八
七
歳
）

・
三
重
郡
菰
野
町

　
（

令
和
二
年
八
月
）

　
矢
田
　
末
春
さ
ん
（

七
九
歳
）

　
　
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
さ
て
、

会
社
を
リ
タ
イ
ヤ
し

て
約
三
年
半
に
な
る
。

退
職
時

自
身
の
健
康
寿
命
を
七
五
歳
と

定
め
、

そ
れ
ま
で
の
間
、

一
年

一
年
を
充
実
さ
せ
満
喫
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
た
が
、

コ
ロ

ナ
の
お
か
げ
で
七
六
歳
に
改
め

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
。

　
充
実
・
満
喫
し
た
人
生
を
送

れ
る
為
に
何
か
熱
中
で
き
る
も

の
、

目
標
と
な
る
も
の
を
と
、

退
職
時
に
あ
れ
や
こ
れ
や
と
考

え
あ
ぐ
ね
、

そ
の
結
果
「

名
城

巡
り
」

に
。

全
国
に
幾
万
と
も

言
わ
れ
い
て
る
城
郭
遺
跡
の
中

か
ら
（

公
財
）

日
本
城
郭
協
会

が
「

日
本
一
０
０
名
城
」
「

続

日
本
一
０
０
名
城
」

を
選
定
。

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま

で
、

全
国
つ
つ
う
ら
う
ら
、

い

た
る
と
こ
ろ
に

所
在
。

名
城
を

巡
り
、

古
に
思

い
を
馳
せ
る
一

方
、

そ
の
土
地

の
美
味
し
い
も

の
を
食
し
、

地
酒
等
を
嗜
み
、

　
　
　
　
旅
気
分
を
味
わ
う
の

　
　
　
　
も
楽
し
み
。

　
　
　
　
七
六
歳
？
ま
で
に
完

　
　
　
　
全
制
覇
を
目
標
に
鋭

　
　
　
　
意
推
進
中
。

　
　
　
　
交
通
の
便
の
良
い
立

　
　
　
　
地
ば
か
り
と
は
限
ら

　
　
　
　
な
い
が
、

目
的
地
へ

は
、

可
能
な
限
り
在
来
の
鉄
道

と
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
。

せ
わ
し
い
現
実
か
ら
離
れ
て
の

ん
び
り
と
。

時
に
、

ア
ッ

プ
ダ

ウ
ン
の
あ
る
山
道

を
ひ
た
す
ら
歩
く

こ
と
も
。

後
で
頂

く
冷
え
た
ビ
ー

ル

は
格
別
（

笑
）

　
こ
の
三
年
半
（

実
質
二
年
半
）

で

訪
ね
た
城
郭
は
、

ま
だ
三
十
余
り
。

掲
載
の
写
真
は
、

昨
年
三
月
、

一
週
間
か
け
て
四

国
を
探
訪
し
た
時
の
も
の
。

「

現
存
十
二
天
守
」

の
丸
亀
城
、

　
　
　
　
　
伊
予
松
山
城
、

宇

　
　
　
　
　
和
島
城
、

そ
し
て

　
　
　
　
　
高
知
城
。

更
に
、

　
　
　
　
　
高
松
城
址
、

今
治

　
　
　
　
　
城
、

湯
築
城
、

大

洲
城
を
探
訪
。

道
後
の
坊
ち
ゃ

ん
風
呂
に
つ
か
り
、

鯛
め
し
に

舌
鼓
を
打
つ
。

数
少
な
い
昨
年

の
思
い
出
の
一
ペ
ー

ジ
。

　
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息

し
、

次
の
プ
ラ
ン
の
実
行
に
移

す
こ
と
が
で
き
る
の
を
待
ち
望

む
ば
か
り
て
あ
る
。
（

尾
関
）


